
Fig.1 Flow of analysis. 
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1. はじめに 

ヒト皮膚は加齢や疾患の影響を受け，それらに伴って色彩情報が変化する．色評価には分光反

射率計測が有用であり，ハイパースペクトルイメージング(HSI)を用いれば各画素毎の分光反射率

を取得でき空間解析が可能となる．当研究室では HSI と 9 層構造モンテカルロシミュレーション

(MCS)を用いて，血液濃度，メラニン濃度の空間分布推定を行ってきたが 1)，血液，メラニン以外

の吸収成分は考慮していなかった．そこで本研究では内出血を測定対象とし，治癒過程における

ビリルビン濃度変化を解析することを目的とする．なお，内出血に関するビリルビン濃度解析は，

すでに多変量解析により 3 層構造モデルで試みているが 2) ，より信頼性向上を目指してここでは

9 層構造モデルで試みた． 

2. 解析手法 

HSI によって取得したデータ(400×400 画

素)に対し，Fig.1 のように各画素の分光反射率

を算出する．次に全画素の平均分光反射率を

求め，このスペクトルに対して MCS を用いた

スペクトルフィッティングを行い，この時の

各層のパラメータを基準とし，メラニン濃度，

血液濃度，ビリルビン濃度に変化率とスケー

ルを定めてMCSによりスペクトルを多数生成

する．各画素の分光反射率と MCS で生成した全ての分光反射率を比較し，色差が 3 以下かつ二乗

平均平方根誤差が最小となるスペクトルを選定する．この MCS により選定したスペクトルのパラ

メータ値に基づき，メラニン濃度，血液濃度，ビリルビン濃度の値を画像化する． 

3. 実験結果 

 治癒過程における RGB 画像を Fig.2 に

示す．内出血誘発後，皮膚は赤く変色し

日数の経過とともに皮膚が平常状態へと

回復していく様子が確認できる．現在，上記の解析手法を用いて治癒過程におけるメラニン濃度，

血液濃度，ビリルビン濃度の分布を推定する計算を進めている．  
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Fig.2 RGB images of internal bleeding. 
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